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は じめに

国語科 の文章教材についてのカテゴライ ズは,ご く当た り前に行われ る.日 く,「物語教材」r「非文学教材」,「読

むことの教材 」等,文 章の性質や求 められ る学びの力などに応 じて,我 々は文章教材 を分類 し,分 析する.何 ら

かのテーマ性 のもとに考察を加えるのは最 もオー ソ ドックスな研究方法であろ う.し か し,個 々の文章は,と き

に我々の下 した定義 の領域 をはるかに超 える教材性 を有 している.に もかかわ らず,も し我々が,仮 の定義に捉

われて全貌 を問 うことをや めれば,そ の教材価値はおびただ しく損なわれ て しま う.

本稿は,教 科書教材の出典 に着 目し,教 科書のための 「書 き下ろし」教材 として生み出 され た文章教材 の申か

ら,虚 構世界を描いたいわゆる 「物語」や 「小説」等を除 く,一 般的に 「説明的文章」,「評論」,「随想」等 とみ

なされ る文章の うち,と りわけ読み手に対 して書き手が積極的に語 りかける行為の現われた ものを考察対象 とす

る.文 章 は,書 き手 と読み手のためにある.そ れは,教 科書教材執筆者 と学習者の間においても変わることのな

い,個 と個の濃密な対話である.書 き下ろ し教材 の場合,書 き手である教材執筆者の側 は,既 にその関係を じゅ

うぶんに意識 しているだろ う.し か し,次 か ら次へ と 「勉強」のために文章教材を読み続けねばな らない学習者

は,は た して個々の書 き手への まな ざしを持 ち得るだ ろうか.例 えば,「 説明的文章」 とみな された文章を読む

とき,今,自 らに 「説明」 している書き手の声は聞こえているだ ろうか.一 人の書き手の生み 出 した無二の文章

が,「 「説明的文章」の読み方」 とい うよ うなマニュアルのもとに解体 され,情 報の読み取 り作業のための道具に

堕す る.そ の とき文章は,書 き手の顔 を失 う.顔 のない文章 と,対 話す ることは出来ず,「 主体的 ・対話的で深

い学び」はそ こに もた らされ ない.他 者 としての書き手を想 うことは,読 み手である自己の顕在化につ なが り,

さらに,「 読む こと」 を契機 とした 「書 くこと」への学びへ と発展す る.本 稿は,学 習者 に語 りかける書き下ろ

しの文章教材への着 目によって,学 習者のアクティブ ・ラーニングを啓発する授業改善を希求す るものである.

なお,本 稿では,小 学校 ・中学校及び高校 「国語総合」(分 冊の場合は古典編 を除 く)現 行教科書教材 を考察

対象 とす る.そ れ は,各 校種か ら各学年,各 ジャンルへ と細分化 しがちな教材研究の孤立性を解体 し,小 学校か

ら高校まで学び続 ける一人の学習者に焦点を当て,そ の学習者が経験するであろ う学びの大きな流れを捉えた う

えで,改 めて各校種 ・各学年における学習観 を定めるね らいによる.そ の結果,本 稿 で取 り扱 う教科書は44種

に及ぶが,便 宜上,そ れ らを出版元別 にアル ファベ ッ トの仮番号で表記す るもの とする.小 学校 と中学校は出版

元全5社 が共通 し,そ れ らの うち3社 は高校 「国語総合」の出版元で もあるため,小 ・中 ・高全ての教科書出版

元である3社 をまずA・B・Cと し,小 ・中共通の残 り2社 をD・Eと して,高 校 「国語総合」のみの出版元6

社をFか らKま で とする.ま た,各 校種の別 を 〔小〕・〔中〕・〔高〕で,各 学年の別 を丸数字で表わ し,高 校 「国

語総合」の出版元の うち1社 で2種 以上ある教科書には,「1」,「2」 等の数字 を添える.例 えば,A社 の小学校

6年 の教科書であれば 「A〔小〕⑥」,A社 の高校 「国語総合」教科書の うち2種 めであれば 「A〔高〕z」のよ う

に表記す るll).文 章教材 につ いては,「 物語 」・「小説」等 を 「虚構文章教材 」,「説明的文章」・「評論」・「随想」

等を 「非虚構文章教材」 と して仮に二分す る.

1.書 き下ろし教材の諸相

i-1学 習者が 「目にする」出典の表記

学習者が教科書教材を学ぶにあたっては,本 文を 「読む」ことだけでなく,教 材化に際して付加されたさまざ

(7)




































	表題
	はじめに
	1.書き下ろし教材の諸相
	1-1学習者が「目にする」出典の表記
	1-2｢書き下ろし｣の定義
	1-3非虚構文章教材における｢書き下ろし｣と｢語りかけ｣の分布実態

	2.語りかける書き下ろしの非虚構文章教材の特徴
	2-1形式的特長ー人称詞使用･呼びかけや問いかけ
	2-2内容的特長ー読み手へのメッセージ･書き手との協働作業

	3.アクティブ･ラーニングの視点による｢読むこと｣と｢書くこと｣をつなぐ授業改善
	3-1｢『鳥獣戯画』を読む｣と｢哲学的思考のすすめ｣の教材価値
	3-2主体的に｢読むこと｣から対話的に｢書くこと｣への領域横断的教材観

	おわりに
	<注>



